
２ 地理歴史・公民 

学校番号 ２１３ 

令和 2年度 公民科 

 

教科 現代社会 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 最新現代社会 新訂版 

副教材等 ズームアップ現代社会資料 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１．授業では現代社会と人間について、広い視野に立って知識や理解を深めます。 

２．現代社会の諸問題について、教科書を中心に基本的な学習を行い、その上でさまざまなメデ

ィアから情報を収集し、自らの主体的に分析し考察を加えるとともに、周りの人と積極的に討論

をすすめることで、考えを深め、共同して問題に対処する態度を養う。 

３．新聞を教材として扱い、教科書・資料集と連携させて時事問題、科目の内容の理解をタイム

リーなニュースを活用することにより理解を深める。NIE を実践する。 

２ 学習の到達目標 

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解

を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自ら人間とし

ての在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・現代社会の基本的

問題と人間に関わ

る事柄に対する関

心を高め、意欲的に

課題を追求すると

ともに、平和で民主

的なよりよい社会

の実現に向けて参

加、協力する態度を

身に付け、現代社会

に生きる人間とし

ての在り方生き方

について自覚を深

めようとする。 

・現代社会の基本的問

題と人間に関わる事

柄から課題を見いだ

し、社会的事象の本質

や人間としての在り

方生き方について広

い視野に立って多面

的・多角的に考察し、

社会の変化や様々な

立場、考え方を踏まえ

公正に判断して、その

過程や結果を様々な

方法で適切に表現し

ている。 

・現代社会の基本的

問題と人間に関わ

る事柄に関する諸

資料を様々なメデ

ィアを通して収集

し、有用な情報を適

切に選択して、効果

的に活用している。 

・現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

関わる基本的な事

柄や、学び方を理解

し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

第
１
部 

私
た
ち
の
生
き
る
社
会 

①地球環境問題 

 

 

・破壊される地球 

 

 

・地球環境への危

機 

○ ○ 

 

 

○ 

○ ○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a 地球環境問題について，よりよい社会を

築くために解決しなければならない問題

として考える。 

b 地球環境問題が国際的な問題となってい

ることや，その解決に向けての取り組み

について理解する。 

c 熱帯林伐採の考察を通して，幸福，正義，

公正など社会のあり方を考察する基盤を

理解する。 

d 地球環境問題について多面的に理解し，

持続可能な開発に向けた課題について考

察し、理解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

②資源・エネルギ

ー問題 

 

 

・資源をめぐる動

向 

 

 

・原子力と再生可

能ｴﾈﾙｷﾞｰ 

 

・人口と食料 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a 資源の有限性について理解を深め，石油

に代わる資源には何があるか，資源を有

効に利用するためにどのようにしなけれ

ばならないかを考える。 

b エネルギー政策を見直すとともに，新エ

ネルギーの現状と将来について考え，毎

日の生活を見直し，省エネルギーに努め

ることが重要であることを理解する。 

c 資源・エネルギー問題への考察を通して，

幸福，正義，公正など社会のあり方を考

察する基盤を理解する。 

d 資源・エネルギー問題について多面的に

理解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

③生命科学と情報

技術の課題 

・人間の生死と生

命科学 

 

・遺伝情報と利用

の諸課題 

 

・高度情報化社会

と情報倫理 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

a 科学技術の発達は，社会や生活をどのよ

うに変えてきたかを考え，理解する。 

b 医療の発達により，人類がはじめて直面

する問題が生じていることを，具体的事

例をあげて考察する。 

c 生命倫理をめぐる問題について，どのよ

うなものがあるかを理解し，それらにつ

いての知識を身につける。 

d 高度情報社会とは何かを理解し，情報化

の進展が社会に及ぼす影響について考え

る。 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



２
学
期 

第
２
部
現
代
の
社
会
と
人
間 

青
年
期
と
自
己
形
成 

①自分らしく生きる 

 

 

 

②人間としてよく生

きる 

 

③日本人としての

自覚 

 

 

 

・自己形成の課題 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a 人生の中で青年期はどのような意味をも

つのか，青年期の心理の特徴について理

解し，一人前の人間として自立するため

には何をしたらよいかを考える。 

b 青年期の意義や青年期の心理について，

それらがどのようなものかを理解し，自

分自身の問題として考える。 

c なぜ生きがいを求めようとするのか，人

生における職業の意味，社会活動の意義

について考え、伝統や文化と自らの行動

様式や考え方との関係について考察す

る。 

d 社会への参加について，具体的事例をあ

げて多角的に考察する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

第
３
部 

現
代
の
民
主
政
治
と
日
本
国
憲
法 

① 現代社会と民

主政治 

 

 

・民主政治の基本

原理 

 

・民主政治のしく

みと課題 

・世界の主な政治

制度 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

〇 

a 私たちの生活と政治や国家のかかわりに

ついて関心を高め，国家はどのような考

え方を背景につくられたのかを理解す

る。 

b 基本的人権が保障されるにいたった経緯

を，さまざまな情報手段で資料を収集し，

具体的事例をあげて考察し，理解する。 

c 世界のおもな政治体制について，真の民

主政治の実現と関連させて考察する。 

d 民主政治がヨーロッパで生まれた経緯、

社会契約説、権力分立、議会制民主主義

の成立と仕組みについて理解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

② 日本国憲法

の基本的性

格 

 

・自由権 

 

 

 

・社会権 

 

 

 

・今日の防衛問題 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a 日本国憲法の成立過程や明治憲法との比

較，天皇の地位の変化，日本国憲法の三

つの基本原理について主体的に理解す

る。 

b 自由権の意味や，社会権が私たちの生活

をどのように変えたのか，新しい人権と

は何かをさまざまな立場にたって考察す

る。 

c 日本国憲法の平和主義の特色を理解する

とともに，平和主義と日本の安全保障に

ついて，さまざまな情報手段を活用し，

レポートをまとめる。 

d 日本国憲法の平和主義の特色と自衛隊，

日本の安全保障については，さまざまな

立場からの意見があることを理解する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



③ 日本の政治

機構と政治参

加 

・国会 

 

・行政 

 

 

 

 

・地方自治と住民

福祉 

 

 

・政党政治･選挙

制度 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a 国会の地位と構成、議院内閣制のしくみ，

裁判所の役割や裁判制度について，イン

ターネットなどの情報手段を活用して資

料を収集し，レポートをまとめる。 

b 議院内閣制のしくみ，内閣総理大臣の権

限，行政の民主化について理解し、地方

自治に住民はどのような権利をもってい

るか，また，地方自治のもつ課題につい

て，自分自身の問題として具体的に考察

する。 

c 地方自治に住民はどのような権利をもっ

ているか，地方自治のもつ課題について，

自分自身の問題として理解し，その知識

を身につけている。 

d 政党の役割，選挙のしくみ，世論の形成

について，さまざまな情報手段を活用し

て，調査する。（模擬選挙を行う） 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

３
学
期 

第
４
部 

現
代
の
経
済
社
会
と
国
民
生
活 

① 現代の経済

社会 

・経済主体 

 

 

・経済社会の変容 

 

 

・市場のしくみ 

・市場の失敗 

・国民所得 

 

・経済成長 

・国民の福祉 

 

・金融の役割 

 

・財政の役割と租

税 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a 経済の基本的なしくみと資本主義経済，

社会主義経済の特徴を理解する。 

a 企業・家計・政府はどのような活動をし

ているか，企業の社会的責任について理

解する。 

a 企業がどのような活動をしているのか，

株式会社の特徴について調査し，まとめ

る。 

b 市場経済のしくみについて理解する。 

b 価格機構のはたらきについて理解する。 

b 国民所得について，教科書に掲載されて

いる図版を適切に使用し，理解する。 

b 景気変動について理解する。 

c 経済成長は生活にどのような変化を与え

るかを，具体的事例をあげて考察する。 

c 資金の流れ，金融機関の役割，日本銀行

の役割について理解する。 

d 財政政策の意義，日本の財政の課題を理

解し，財政のしくみ，租税の意義と課題

について，具体的に事例をあげて考察し，

主体的に考える。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



② 日本経済の特

質と国民生活 

・日本経済の課題 

 

・日本の中小企業 

 

 

 

・労働問題と労働

者の権利 

 

・こんにちの労働

問題 

 

・公害の防止と環

境保全 

 

 

・消費者問題 

 

・消費者主権 

 

 

 

・社会保障の役割 

 

・社会保障制度の

課題 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

a 日本の高度経済成長やバブル経済の要因

について，理解する。 

a 平成不況に対する政策を調査し，日本経

済の課題について多角的に考察する。 

b 技術革新の進展による生活の変化，産業

構造の変化，経済のサービス化・ソフト

化について，身近な問題と関連させて考

察する。 

b 労働者が憲法や法律で守られている理由

を考え，雇用事情の変化と労働条件や労

働環境を理解する。 

b 雇用事情の変化とさまざまな労働問題に

ついて，具体的事例をあげて多角的に考

察する。 

c 日本の公害問題について理解し，公害問

題と公害に対する国や企業の対応，公害

を防止し環境を保全するための方策につ

いて考える。 

c 消費者問題について，自分自身の問題と

して具体的事例をあげて考察する。 

c 消費者主権とは何かについて考え，企業

が消費者に負っている責任，消費者を保

護するために国はどのような対策をとっ

ているのかを理解する。 

d 社会保障の意義を理解し，現代の社会保

障の課題について考察する。 

d 消費者問題，日本の社会保障について，

さまざまな情報手段を活用して情報を収

集し，調査した内容をまとめて発表した

り，レポートを作成したりするなど，適

切に表現する。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



第
５
部 

国
際
社
会
と
人
類
の
課
題 

① 国際政治の

動向 

・国際社会と国際

法 

 

 

・国際連合と国際

協力 

 

・冷戦の成立とそ

の崩壊 

 

・軍拡競争から軍

縮へ 

 

 

・国際平和と日本

の役割 

 

・人種民族問題 

 

 

・人間の安全保障 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

a 国際法の意義と役割について，多面的に

考察し，理解する。 

a 勢力均衡と集団安全保障体制の違いにつ

いて考え，国連の役割と課題について理

解する。 

a 国際連合の役割と課題について，インタ

ーネットなどの情報手段を用いて調査

し，それらをもとにレポートをまとめる。 

b 第二次世界大戦後の国際社会と冷戦終結

前後の国際社会の状況について，年表を

使って整理し，理解する。 

b核兵器を廃絶するには何が必要かを考え，

核兵器の開発・拡散の状況,廃絶するため

のさまざまな取り組みについて，具体的

事例をあげて多角的に考察する。 

b核兵器の問題についての知識を身につけ，

それを廃絶するために何をしなければな

らないかを理解する。 

c なぜ人種や民族の違いにより争うのかを

主体的に考え，人種・民族紛争の実態，

難民問題について理解する。 

d 人種・民族紛争の実態，難民問題に関す

る資料について，さまざまな情報手段を

用いて収集し，それらをもとに整理・発

表する。 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

② 国際経済の動

向と国際協力 

・貿易と国際収支 

 

 

・地域的経済統合

の進展 

 

・WTO 体制と発展

途上国 

 

 

・世界経済と新興

国 

 

 

・発展途上国の諸

課題 

 

 

・経済協力と日本

の役割 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a 貿易の意義，円高・円安の生じる理由，

経済のグローバル化について考える。 

a 円高・円安のしくみについて，身近な事

例をもとにレポートを作成するなど，適

切に表現する。 

b 地域的経済統合をはかる動きが見られる

ことを理解しそれによって何がもたらせ

るかを理解する。 

b 日本の貿易やアメリカ，アジアなどの貿

易について理解し，貿易の拡大とそれに

ともなう貿易摩擦について，具体的事例

をあげて考察する。 

b 南北問題の発生した原因について考え，

発展途上国のかかえている問題について

理解する。 

c 発展途上国の人口問題や食料問題につい

て，情報を収集し，調査した内容をまと

めて発表したり，レポートを作成したり

するなど，適切に表現する。 

d 国際協力のあり方，国際経済の中での日

本の役割について自分自身の問題として

考える。 

 


